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2013 年 12 月 9 日から 14 日にかけて、京都大学百周年時計台記念館において、PNC Annual Conference and 
Joint Meetings 2013（以下、本 Joint Meetings）が開催されました。本 Joint Meetings は、情報技術を駆使した人
文学の新しい研究パラダイムの創成を目的として、台湾の中央研究院が運営する PNC（Pacific Neighborhood 





























本 Joint Meetings の従来からのテーマであるデジタル化、データベー
ス、時空間情報処理、データマイニング、MLA（Museum, Library and 
Archives）連携などに加え、環境・健康・災害等の喫緊の社会的課題を
解決するために地域の人々の活動と結びついた「知」をどのように再構
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大陸部東南アジアのミャンマー、タイ、カンボジアを横断する歴史回廊の存在は、故石井米雄京都大学名誉教授
（1929-2010）によって既に指摘されておりましたが、その全貌が今回のGIS 分析によって初めて確認されました。
スコータイ朝（13～ 16 世紀）以前の 12世紀には、アンコール王朝の大動脈としてアンコールからピマイに至る












調査ルート、1940 年代の連合軍や旧日本軍第 39 師団のミャンマーからタイに至る進攻ルートをも参考にしていま

















2013 年 9月 11 日、マレーシアのクアラルンプールで国際セミナー「遺産から展望へ（From Tradition to Vision）」
が開催されました。地域研は、東南アジアの現地語文書の保全と教育・研究への活用のため、マレー語雑誌デジタ
ル化プロジェクトを進め、マレーシアの研究・教育組織クラシカ・メディアの協力のもと、ジャウィ文字（アラビ
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シンガポール／マレーシアで刊行されていたイスラム系月刊誌『カラム』（1950 ～ 69 年）の記事をテーマ別に抜粋し、ロー
マ字に翻字して編集した冊子。2013 年 9 月に第 1期分として以下の 4冊が刊行され、2014 年 2 月に 47 冊が続刊されました。
いずれも電子版で公開・配布され、コタブク（http://www.kotabuku.my/）を通じて購読できるほか、マレーシア国立図書
館を通じて国内各地の公立図書館に配架される予定です。ここでは、第 1期分として刊行された 4冊を紹介します。





















Perjuangan Kebangsaan di 







Edrus, Melawat Indonesia 







Ahmad Lutfi dan Edrus, Nadrah: 








Yamamoto Hiroyuki, Mohd Farid 
Mohd Shahran, and Tsuboi Yuji, 
Dari Warisan ke Wawasan [From 
Tradition to Vision: Selected 
Writings on Majalah Qalam] , vol. 


























































































第 2部 “ Education and Human Resource 　　
Development for Peace and Development”
Tham Siew Yean (National University of Malaysia)
　“ Development and Multiethnic Society: Case of 
Malaysia”
Miki Sugimura (Sophia University)
　“ Nation-building and Human Resource Development in 
a Post Conflict Society: Case of Sri Lanka”
James Williams & Nora Shetty (George Washington 
University)
　“ Educational Development in Sri Lanka and Malaysia: 
A Comparative Examination”
Toshiya Hoshino (Osaka University)
　“ Education and Peacebuilding, or Peacebuilding for 
Education”
6共同研究の現場から




















































































































































































































主 な 業 績 に、“Political theory in 
forest policy sciences,” Forest 
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évaluation des modes de vie rural et 
citadin face à la dégradation de 
l’environnement: un débat national au 
Japon, de 1967 à 1972,” Revue des 




































































































北木島では、1935 年に 650 の採
石場が設けられていましたが、57






























④ 石材の裁断 ⑤ 墓石の字堀 ⑥ 作業場に置かれた資料
瀬戸内海に浮かぶ石の島
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『東アジア流行歌アワー 越境する音 交錯する音楽人』
（岩波現代全書 15）






































較研究」（2008 ～ 2012 年度）





















































            　　project@cias.kyoto-u.ac.jp
プログラム
13:30 ～ 13:40　はじめに（地域研・原 正一郎）
13:40 ～ 13:55　趣旨説明（地域研・谷川 竜一）
13:55 ～ 14:30　 その王は都市で作られた：カメルーンのバミレケ首
長制社会と都市エリート（京都大学アフリカ地域研
究資料センター・平野（野元）美佐）
14:30 ～ 15:05　 渚の灰から微笑み返し：2004 年スマトラ島沖地震津
波と社会の再生（地域研・西 芳実）
15:05 ～ 15:40　 正義を食べチャイナ：北タイ中国系ムスリムのハラー
ルフードをめぐる展開と交渉（地域研・王 柳蘭）
15:40 ～ 15:55　Coffee Break
15:55 ～ 16:30　 科学がタイ立するなんて！：多チャンネル化する科
学的見解と自然災害（地域研・星川 圭介）




  河合 英次（河合塾公民科講師）
  幡谷 則子（上智大学教授、都市社会学、ラテンアメリカ地域研究）
  門司 和彦（長崎大学大学院教授、人類生態学・熱帯公衆衛生学）
18:20 ～ 18:25　おわりに（地域研・貴志 俊彦）
※ 休憩室では現在地域研が公開している各種データベースのデモンストレー
ションを行います。ぜひお試しください。
